
平成 19 年 2 月 26 日 

 

報道機関各位 

 

東北大学大学院環境科学研究科 

 

東北大学大学院環境科学研究科 第 12 回環境フォーラム 

「土壌汚染と地圏環境インフォマティクス 2007」開催 

 

東北大学大学院環境科学研究科は、第 12 回環境フォーラムとして「土壌汚染と地圏環境 

インフォマティクス 2007」と題したシンポジウムを開催いたします。紙面および番組づく

りにお役立て下さるよう、報道関係の皆様のご来場をお待ちしております。 

 

このシンポジウムでは、土壌中に含まれる重金属類の含有量や溶出量、またどんな形態で

含有されているかなどの地圏環境情報に関するさまざまな発表があります。 

土壌汚染について、どのような観点で取り組めばいいか、また周辺の地圏環境情報の整備

はどう考えるべきか、現状の問題点を明らかにしつつ、将来について議論します。 

仙台市の地質の生い立ちから考えると、地下鉄東西線の工事では、自然的に重金属を含有

した土壌の部分を通過することになり、慎重な対処が必要と考えられます。このような身近

な話題にも触れながら解説します。 

 

開催日時  ２００７年３月２日（金）１０：３０－１７：４０ 

場  所  仙台国際センター 萩 （仙台市青葉区青葉山） 

 

プログラム等添付資料参照 

 

土壌汚染対策法が平成 15 年に施行されましたが、この法律は基本的には人為的な汚染について

の対策法です。自然由来の重金属については原則としてこの法律の対象外ですが、多様な日本の

地質環境では、自然由来の重金属含有量が、定められた環境基準を上回るものが見いだせます。

市街地においてこれらの重金属高含有地層が分布する場合、道路、地下鉄などの公共事業や宅地

造成に大きな影響を及ぼします。このような問題にどのように対応すればいいか、シンポジウム

において活発な議論が期待されます。 

 

お問い合わせ先 

東北大学大学院環境科学研究科 研究企画室 草野 

TEL：022-795-7408 E-mail：kusano@mail.kankyo.tohoku.ac.jp 
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